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１．はじめに  

 近年，地球温暖化防止対策や林業活性化に伴う国内資源の有効活用，雇用促進の観点から，国産材の自給率を 50%

とする目標を掲げられている（森林・林業再生プラン 1)）．木材利用の拡大のためには，木材の特徴を活かすことが

重要であると考える．木材の炭素貯蓄効果および省エネ効果を引き出すために，木材の加工しやすさといった特徴

を活用したカスケード利用（多段階的に木材を再利用すること）の提案も行われている 2)．木製遮音壁は面状の構

造物であり，利用量が増えれば木材の大量需要が見込まれる．しかしながら，国内の木製遮音壁の総延長は 12km

（26 箇所）と言われ，ほとんど適用されていないのが実情である 3)．そこで現状における課題と今後の可能性を検

討するために，実在する木製遮音壁の約半分にあたる 6km を調査した結果についてまとめる． 

２．木製遮音壁の現状 

 本調査箇所は群馬県，長野県，岐阜県，奈良県である．調査を行った木製遮音壁の一覧を表-1 に示す．木製遮音

壁は 2 タイプに分類され，音響透過損失を求める“遮音タイプ”と，音響透過損失および吸音率を求める“吸音型

遮音タイプ”がある．木製遮音壁に要求される主な性能は，NEXCO 中央研究所が定める設計要領 4)に示された数値

（強度：1.5kPa，音響透過損失：400Hz で 25dB，1kHz で 30dB など）がある．樹種はスギが一般的に用いられてお

り，カラマツも一事例あった．経過年数はまだ短いものが多いが長野県の事例では 25 年経過しているものもある．

木材の弱点の一つは腐朽であるが，この対策としてすべての木製遮音壁において加圧注入による防腐処理が行われ

ている．全ての木製遮音壁が NEXCO 中央研究所が定める遮音性能（音響透過損失）を満足している．群馬県と長

野県は“遮音タイプ”であり，基本的に木材を積み重ねた構造となっている．それらのうち，「テクスチャータイプ」

と「低次加工タイプ」は透光性遮音壁と組み合わせることで，周辺住民やドライバーへの採光や景観に配慮されて

いる．奈良県と岐阜県のものは，“吸音型遮音タイプ”である．岐阜県は木板とロックウールの間に中空層を設け

た構造である．奈良県は 2 重の木板の間に木炭と木のチップを詰め，吸音率の向上に加えて空気の浄化を行えるこ

とを大きな特徴としている． 

３．木製遮音壁のコストと腐朽について 

 コストを NEXCO 各社が標準的に使用しているコンクリート製遮音壁（遮音タイプ）と金属製遮音壁（吸音型遮

音タイプ）で比較する．岐阜県の「安ら木」は同等から 1.4 倍，それ以外は 1.5 倍から 2 倍であり，いづれも木製遮

音壁はコストが高めである．これは木製遮音壁設置時の大きな課題であると言える． 

 木材の弱点である腐朽について考察する．既報 5)6)や本調査により，木製遮音壁の最上部（屋根のない箇所），植

物で覆われている箇所，支柱の H 鋼に接する水がたまり易い箇所に劣化が確認された．ただし，いずれのタイプも

使用可能な状態であり，遮音性能への問題は生じていない．特に長野県の事例では，設置後 25 年経過しても健全な

状態を保持している 7)8)9)．長野県で用いられているカラマツは，薬剤が注入されにくいと言われている．しかしな

がら，健全な状態を保持しているのは，構造的に水が溜まりにくいことが理由として考えられる．また，道路際は

基本的に風通しや日射条件がよく，木材の腐朽に対して有利であると考えられる．木製遮音壁を設置後，25 年間に

わたり機能をはたしていることから，今後も現在の状態が持続することにより，炭素貯蓄としての効果も期待でき

るであろう． 
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表-1 調査を行った木製遮音壁一覧 

 
４．カスケード利用の提案 

 木製遮音壁の利用拡大の課題として， 

まず木材の弱点である腐朽が上げられ 

る．長野県の事例から，構造や材質を工 

夫することにより薬剤を使用せず 25 年 

以上の長期利用できる可能性が大きい． 

次にコストである．一般的に用いられ 

ているコンクリート製遮音壁や金属製 

遮音壁よりコストが大きいが，これら     図-1 木材のカスケード利用の中における木製遮音壁の位置づけ 

を解決する策の一つとして，カスケード利用 2)を提案する．そこで，カスケード利用するために，①“上流～下流

への連携”：上流側では木材を使用しながら乾燥させる（防護柵，落石防止など）．さらに，薬剤を用いなければ，

下流においてエネルギや肥料に使用しやすくなる．②“加工手間の縮小”：丸太に近い形状，再利用しやすい形状

にすることで加工の手間を少なくし歩留りを上げる．③“中流での長期利用”：長期利用するためには，いかに腐

朽させにくい構造とするかが求められる．以上をまとめると図-1 となる． 

５．まとめ 

1) 構造形態を工夫することで 25 年以上の長期耐久性を期待できる． 

2) 現状の最大の課題はコストであり，これを下げる一つの案として，カスケード利用を提案した． 
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タイプ

都道府県 長野県 奈良県

名称 ログタイプ 枕木タイプ
テクスチャー

タイプ
低次加工タイプ 矢羽タイプ 安ら木 温森

サイレント
ウッディ

写真

断面図

樹種 スギ スギ スギ スギ カラマツ スギ スギ スギ

設置時期 1986年 2004年から2008年 2007年 2005年

設置延長 200m 257m 56m 200m

発注者 NEXCO中日本
民間4社,岐阜県,

愛知県
サークルK

奈良県大宇陀
土木事務所

コスト
比較

コンクリート遮

音壁の約1.9倍10)

金属製遮音壁の
約1.4倍-同等*

金属製遮音壁の
約2倍*

金属製遮音壁の
約1.6倍*

防腐処理 NZN　加圧注入 ACQ　加圧注入 NZN　加圧注入 CUAZ2 加圧注入 PF3　加圧注入 ﾀﾅﾘｽ　加圧注入 ﾀﾅﾘｽ　加圧注入 ACQ　加圧注入

*NETIS登録資料を参照

5,500m

NEXCO東日本

コンクリート遮音壁の約1.7倍5) コンクリート遮音壁の約1.5倍5)

吸音型遮音タイプ

岐阜県

遮音タイプ

群馬県
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できる構造物

森林

乾燥後に利用する構造物

エネルギ
肥料など

遮音壁として利用

（長期にわたる炭素の貯蔵）

可能な限り木材

に手を加えない

構造物

（防護柵，落石

防止など）

必要に応じて

薬剤処理
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